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４回目のCAMINOとして 
冊子「GALICIA」に載っていた
古い地図を元に、中欧のクラ
クフをスタートとし、ヴィスワ
川沿いに反時計回りにポーラ
ンドを旅し、ドイツに入ること
を計画。 

１．Preparation #0 



１．旅の準備 



 
 



 

• ポーランド、 
ドイツ、ベルギー、フランスの経路 



ポーランド政府観光局（新宿区） 
日本カミーノ・デ・サンティアゴ友の会→ 
          →クラクフのB.Sさん 
クラクフやワルッシャワにすむ知人 
インターネット・・シェンゲン協定のこと 
得られなかった情報・・・アウトドア関係(ガス
バーナーの燃料互換性など)、CAMINO道
(MODERN ROUTEとST.JAMESの関係など) 
 

１．旅の準備  
その１ 情報収集 



１．旅の準備  

その２．経路の特定 
KRAKÓW(クラクフ)→OŚWIĘCIM(オシフエンチム)→ 
KATOWICE(カトヴィツエ)→CZĘSTOCHOWA(チェンストホヴァ)→ 
ŁODŹ(ウッチ)→WARSZAWA(ワルシャワ)→TORUŃ(トルン)→ 
GDAŃSK(グダンスク)→SOPOT(ソポ)→ 
GDYNIA(グディニア)→KOŁOWDZEG(コウォブジェグ) 
 
→GREIFSWALD(グライﾌスヴァルト)→ 
ROSTOCK(ロストック)→LÜBECK(リューベック)→ 
HAMBURUG(ハンブルク)→BREMEN(ブレーメン)→ 
BAD OEYNHAUSEN(バート・エーンハウゼン) 
→DORTMUND(ドルトムント)→KÖLN(ケルン)→AACHEN(アーヘン)→ 
 
NAMUR(ナミュール)→ 
 
REIMS(ランス)→PARIS 88日2,500KM 
 



詳細・・GOOGLE MAPを利用 
概略・・GOOGLE EARTHを利用 

１．旅の準備  

その３．地図作成 
半年前に概略を決定。 

詳細図作成は直前まで編集し 
タブレットに画像として保存。 



大都市・・HOTEL/HOSTEL 
田舎・・・・テント 
32KMカウントで何泊か？ 
EXCELシートの作成。 
（計画段階・・テント50泊、HOTELなど38泊） 
結果として・・テント39泊、HOTEL３９泊、 
ゲストルームなど１０泊） 

 

１．旅の準備  

その４． 
宿の策定 
(半年前に予約を開始) 



行程（その日の目的地） 宿泊地（H)  区間別経過 宿泊間パス目
標点 累積 宿泊 宿泊日（到着） 出発日 第何日目
 地図番号 ホテル/camp 



大都市間の距離に応じて旅装束が変
わってくる・・ベルギー・フランスのナ
ミュール・ランス間177KMの５泊が最大
の難関。リュックの大きさなど。サバイ
バルか 
 
 
 

１．旅の準備 

その５．旅装束の模索 



当初・・炊飯道具＋旅道具一般 
計画変更・・旅道具一般 

１．旅の準備 

その６．持ち物 

旅道具一般・・マット、タブレット、 
指差し会話帳、バッテリー、雨具、ナイフ、
ヘッドライト、街歩き用一式、襟のある服 

持っていくべきだったもの・・スコップ(テントの場
所を均す、小石を取り除く）、盗難防止用チェー
ン、予備のタオル 



言語(ポーランド語、ドイツ語、ベルギー語、フランス

語、スペイン語、イタリア語が入力可能なように設定)、 

地図(作成した地図(JPG)及び 

GOOGLE MAPのマイプレイス機能（1ヶ月の期限あ

り・・直前に用意する))、 
SIMカード(国ごとに用意・・現地)、 
翻訳機能、 
各種検索、 
メール 

旅の準備  

その７．タブレット・・大活躍 



・丹沢山系を利用し、１泊２日を２回トライ 
（靴・・ASOLO、リュック、水などシミュレーションを
兼ねる、作成した地図などもタブレットで持参） 
・普段は5-10KMのジョギングを2日に一回 
・20-30KMの長距離RUNを１回/１Wの頻度で。 
・日本カミーノ・デ・サンティアゴ友の会主催の「ワ
ン・デーカミノ」に参加 

 

旅の準備  

その８．トレーニング・・ 
この旅では毎日の歩行が明日への糧 



旅の準備３の補足 
Google Earthの定規の機能を使って

ルートと距離を計測。 



ポーランド1000km 



ドイツ・ベルギー1200km 



フランス・320km 



詳細地図1000枚を用意 
例：03.CZĘSTOCHOWA(チェンストホヴァ)→ 
      ŁODŹ(ウッチ)間 













朝食と出発準備(4:00-5:00) 
8KM；6:00-8:00 ,8:00-9:00(休憩+軽食) 
8KM； 9:00-11:00,11:00-12:00(休憩+ 昼食) 
8KM； 12:00-14:00,14:00-15:00(休憩+軽食) 
8KM； 15:00-17:00 到着 計32KM 
夕食と就寝 
テント設営の場合は最後のクルーを2時間ほど
遅らせ19:00以降の到着とした。 

２．旅の実際 

その１．歩行speed・・ 
（２時間歩行＋30-60分の休憩）ｘ４ 



左右どちらかの足で、65歩を100Mとしてこ
れを10回繰り返して1KMとする。 
これを2500回繰り返した勘定。 
荷物に応じ・・ 
15分/1KM～12分/1KMのSPEED 

count・・ 



ポーランド・・ミニスーパー(SKLEP)が随所にあ
り助かった。 
ドイツ以西・・大型スーパーが町の入口にあり
買える時に買っておくというスタンスで食料には
窮乏しなかった。日曜日でもパン屋は開いてい
た。 
 
しかし結果として5KGほど痩せた。 

２．旅の実際 

その２．食料 



・車と違い実に多くの出合いがあった。 
・都市を抜けていく、都市に入っていく・・こ
の繰り返しであるが期待がまず膨らんだ。 
・犬はよく吠えた。後鳴きが一番怖かった。 
・人々は親切であった。 
・風景は平坦であった。川は濁っていた。 
・海岸べりは寒かった。 
・鳥の歌声は素敵であった。 

２．旅の実際 

その３． 

道、犬、鳥、人々、風景・・ 



CAMINO道（迂回ルートは色々） 
１．ポーランド・・JAKUBA DROGA 
                      OR MODERN ROUTE 
２．ドイツ・・JAKOBS WEG 
３．フランス・・GR654など 
ROCROI(ロクロア)-VÉZELAY(ヴェズレＹ)・ 
HTTP://PILGRIM.PETERROBINS.CO.UK/ROUTES/MAPPING.HT
ML 
REIMS(ランス)-PARIS(TOUR ST JACQUES) 

２．旅の実際 

その４．トレッキングルートや
camino道が随所にあった。 

http://pilgrim.peterrobins.co.uk/routes/mapping.html
http://pilgrim.peterrobins.co.uk/routes/mapping.html


ポーランドCAMINO： 
HTTP://WWW.CAMINO.NET.PL/ 



ドイツCAMINO 
JAKOBSWEG VON MINDEN BIS SOEST・・ 
「JAKOBSWEG MINDEN SOEST」 
HTTP://WWW.OUTDOORACTIVE.COM/DE/PILGERWEGE/5141/ 

 



FRANCE：REIMS-PARIS 

ＲＥＩＭＳ－ＰＡＲＩＳ  

       ２１６ｋｍ 

（ota-route・・156km） 



SIMカードを買い焦り、使えなかったことがしば
しば・・ガソリンスタンドで売っているが種類が
多すぎてどれを買ってよいかわからない。間
違って買ったりする。 
 
できれば、大きな都市のど真ん中にある通信
業者のSHOPで手に入れるのがBEST 
EX.PLAY(ポーランド)、VODAFONE(ドイツ)、
ORANGE(フランス)、BASE(ベルギー)等 
 

失敗事例 その１ 



落とし物が多かった・・ポーランド入国後1時間以
内で黒色の小銭入れをバスの中に落とした・・ 
 
再発防止・・・落としやすいものはひも付きにする
か、極彩色に。小物はその種類に応じて袋に入
れ、員数チェックを怠りなく・・立ち去る時、後ろを
振り返り何か忘れていないかを常にチェック。ス
タッフバッグ(7,5,3L各種)に収納。サングラス、
ヘッドランプなど。これらもできれば紐付きとして
どこかに結わえつけて置く。タオル・・干しっぱな
しにし忘れた・・これ重要。日本のような薄い手ご
ろなタオルはバス用品売り場にしか置いてない。 

失敗事例 その２ 



洗濯物干し用のロープ・・ねじれが分解し
はじめ最後にはボロボロ。100円SHOPもよ
いがしっかりしたものを買うべき。 
 
再発防止・・少々高くても質の良いのを
買っておく。ロープ操作は出発前に修得し
ておく。 

失敗事例 その３ 



ジャックナイフは初めはよく切れたが、 
そのうち切れなくなった。 
 
再発防止・・油などをさしてメンテナンスをす
る。このため少量でよいので油などを持参
すべきであった。 

失敗事例 その４ 



丸首の半袖Ｔシャツもよいのであるが、でき
れば 
襟付きのロングを着る・・レストランなど襟な
しではエチケット違反になるようである。特に
ドイツ以東。 

失敗事例 その５ 



リュックを持ち去られた・・１回目は親切心から警察
署に預けられた。２回目は本当に盗まれた・・ 
再発防止・・一人旅の場合は、自転車と同様
「チェーン付きの鍵」とし、自転車置き場などに固定
する、あるいは警備員にゆだねる、ロッカーがあれ
ばそこに仕舞う・・大型スーパーは一方通行で、入
口と出口が違う、場合によりビルの反対側に出るこ
とも。置きっぱなしにしたリュックまで戻るのに相当
の時間がかかることを計算に入れる。袋物を持っ
て入ることは違反行為とされるお国柄。どうしても
リュックは置かざるを得ない場合は鍵を掛ける。ま
たは小さな雑貨店を利用・・リュックを置いても見え
る場所に置けるので。 

失敗事例 その６ 



その６ 補足 

15分後→ 



鉄道ローカル線・・特急１駅分の距離であるが、そ
の高い特急のチケットを買ってしまった。時刻表を
よく見ると10分後に各駅停車の列車が到着したの
だ。その値段は1/3ほど。 
再発防止・・列車形態をNETで調べて置く。 

失敗事例 その７ 



荷物が重すぎた・・消臭剤のファヴリーズ(500G)や、
ひざ足首用非伸縮テープ130G、ソーラーパネル
180G、スマホ160G(緊急電話はやはり必要であっ
たが、ガラ携帯で十分)、顔ペーパー230G、BODY
用ペーパタオル275G、水着110G（寒くて泳ぐどころ
の騒ぎではなかった、ただし豪華ホテルの場合は
室内プールがある）、ユニバーサルコンセント変換
100G・・スマホなどは国際規格なので、現地でコン
セントと繋ぐケーブルを買えばどこでも使える(電気
製品がこれだけであれば日本から持っていく必要
はない)  防止策・・現地購入・現地消耗というスタ
イルで日々買っては消費するスタイルでは理論的
にゼロKGである。 

失敗事例 その８ 



ホステルの予約が確定していなかった。出発前に
リプライのメールを最終的にチェックすべき。
REFERENCE NUMBER(予約番号)と暗証番号の控
えがあればOK。これが無いとDOUBLE BOOKING
であったり、予約が取れていなかったりと慌てるこ
ととなる。 
防止策・・EXCELなどに確認欄を設けチェック。 

失敗事例 その９ 



旅装束が２日前に変更になった・・キャリングケー
スが相当不安定であった。(EMINENT エミネント サ
イレントキャリーカート 耐荷重40KG)・・・結局持って
いかずに前後でリュックを担ぐスタイルとした。 
 
防止策・・20-30㎞などと旅装束で事前に歩いてお
くべきであった。 
 

失敗事例 その１０ 



その１０ 補足 



３．まとめ 

ポーランド・・・天国のような国、ポーランド 

ドイツ・・・・・・・涙の国、ドイツ 
         (浸水、雹、下痢、盗難） 

ベルギー・・・・・静かな国、ベルギー 

フランス・・・・・・笑顔の国、フランス 


